
　天
あまの

橋
はし

立
だて

の歴
れき

史
し

についていろいろ調べました。すると、次のよう

なできごとがあったことを知りました。

◆守られてきた天橋立
【江

え

戸
ど

時代】

　阿
あ

蘇
そ

海（内海）で漁
ぎょ

業
ぎょう

をしている溝
みぞ

尻
しり

村から、宮津藩
はん

のおとの様に「橋立切
せつ

断
だん

」の

願
ねが

いが出されました。

①外海から魚が入りにくくなり不
ふ

漁
りょう

になってきた。

　②船の底
そこ

に砂
すな

があたり、人の行き来ができにくくなってきた。

として、天橋立をとちゅうから切り開くよう何度も申
もう

し出ました。

　しかし、文
もん

珠
じゅ

にある智
ち

恩
おん

寺
じ

のおしょうさんは、天橋立は全国からたくさんの人がお

とずれているすばらしい場所であること、また、神様がおりてこられた大切な場所を

切断すれば不
ふ

吉
きつ

なことがおこるといって、天橋立を切断させませんでした。

【昭
しょう

和
わ

の初
はじ

め】

　戦
せん

争
そう

がはげしくなってきた1937（昭和12）年 3 月。大
おお

江
え

山鉱
こう

山
ざん

の土を精
せい

錬
れん

（注1）し

てできたニッケルを運ぶ大
おお

型
がた

船を工場（今の日
にっ

本
ぽん

冶
や

金
きん

工業株
かぶ

式
しき

会社　大江山製
せい

造
ぞう

所）

に接
せつ

岸
がん

させるため、商
しょう

工
こう

大
だい

臣
じん

が与
よ

謝
ざ

郡
ぐん

の町村長たちを集め、「天橋立を切れ」と要
よう

求
きゅう

し

てきました。

　この計画を聞いた宮津の三
み

井
い

町長は、「天橋立は、天
あま

照
てらす

大
おおみかみ

神が鎮
ちん

座
ざ

（注2）されたとこ

ろであり、伊
い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

のふるさとであります。また、切断の予定場所には、おそれ多く

も『お手植えの松
まつ

』（注3）もございます。どうしても切ることはできません。」とうっ

たえ、天橋立を守りました。
　　 （注１）「精錬」金

きん

属
ぞく

から不
ふ

純
じゅん

物
ぶつ

を取りのぞくこと。　

　 （注２）「鎮座」神
しん

霊
れい

がある場所にしずまりとどまっていること。

　 （注３）「お手植えの松」昭和天
てん

皇
のう

が皇
こう

太
たい

子
し

殿
でん

下
か

のとき、天橋立に来られ植えられた松のこと。

調べてみよう

・校区のようすや歴史について、家族や地
ち

域
いき

の人にたずねたり、図書館や資
し

料
りょう

で調べたりしてみましょう。新しい発見やおどろきに出あうかもしれません。


